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地震前の日本海溝陸側斜面の地形-震央域周辺における海底地すべり地形の分布と潜
航記録-
Submarine landslides of trench landward slopes in the Japan Trench before the earth-
quake
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本発表では，東日本大震災前の日本海溝陸側斜面の詳細な海底地形図と潜水艇による潜航記録について示す．
使用される海底地形データは，1998年から 2007年までに JAMSTECの「かいれい」および「よこすか」搭載の音響測

深装置 SeaBeam2112を用いて取得した．その範囲は，北緯 41°の八戸沖から北緯 37°の福島沖までの領域で，日本海溝
を挟んだ東経 143°から東経 145°を網羅している．深海ではアンダー，浅海ではオーバーサンプリングになってしまう
ため，データ間隔の走査範囲を適切に設定している．この海底地形図では，各所に，幅数十 kmの円弧状にえぐられたよ
うな大規模崩壊地形が認められる．そのような斜面の崩壊で滑落したブロックの可能性のある地形の凹凸が認められる．
ここで発表する海底地形は，今後取得されるだろう地震後の海底地形や潜水調査記録を考察する上で，重要なデータ

セットとなるだろう．ただし，これらの地すべりの可能性ある円弧状の地形は，地質学的な時間スケールで形成された
ものであろうことを念頭に置いておく必要がある．
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